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犬山市議会第１０７号議案  

 

   犬山市火災予防条例の一部改正について  

 

 犬山市火災予防条例の一部を改正する条例を別紙のように定めるも

のとする。  

 

  令和８年１０月２７日提出  

 

                   犬山市長  原   欣  伸   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （説  明）  

 この案を提出するのは、調理に用いる器具の周囲で使用する排気ダ

クト等の取扱いについて定めるため必要があるからである。  
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   犬山市火災予防条例の一部を改正する条例  

 

 犬山市火災予防条例（昭和３７年条例第１３号）の一部を次のよう

に改正する。  

 第１８条に次の１項を加える。  

３  液体燃料を使用する調理に用いる器具にあっては、第１項に規定

するもののほか、その周囲において使用する排気ダクト、グリス除

去装置等に油脂等が付着しないように適切に管理を行わなければな

らない。  

 第１９条に次の１項を加える。  

３  固体燃料を使用する調理に用いる器具については、前２項に規定

するもののほか、前条第３項の規定を準用する。  

 第２０条に次の１項を加える。  

３  気体燃料を使用する調理に用いる器具については、前２項に規定

するもののほか、第１８条第３項の規定を準用する。  

 第２１条に次の１項を加える。  

３  電気を熱源とする調理に用いる器具については、前２項に規定す

るもののほか、第１８条第３項の規定を準用する。  

   附  則  

 この条例は、令和９年４月１日から施行する。  
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○犬山市火災予防条例の一部改正のための新旧対照表 

新（改正後） 旧（改正前） 

 （液体燃料を使用する器具） 

第１８条  略 

２  略 

３ 液体燃料を使用する調理に用いる器具にあっては、第１項に規定する  

もののほか、その周囲において使用する排気ダクト、グリス除去装置等  

に油脂等が付着しないように適切に管理を行わなければならない。 

 （固体燃料を使用する器具） 

第１９条  略 

２  略 

３ 固体燃料を使用する調理に用いる器具については、前２項に規定する  

もののほか、前条第３項の規定を準用する。 

 （気体燃料を使用する器具） 

第２０条  略 

２  略 

３ 気体燃料を使用する調理に用いる器具については、前２項に規定する  

もののほか、第１８条第３項の規定を準用する。 

 （電気を熱源とする器具） 

第２１条  略 

２  略 

３ 電気を熱源とする調理に用いる器具については、前２項に規定するも  

ののほか、第１８条第３項の規定を準用する。 

 （液体燃料を使用する器具） 

第１８条  略 

２  略 

 

 

 

 （固体燃料を使用する器具） 

第１９条  略 

２  略 

 

 

 （気体燃料を使用する器具） 

第２０条  略 

２  略 

 

 

 （電気を熱源とする器具） 

第２１条  略 

２  略 

 

 

 


